
第１学年 生活科（たんＱタイム）学習指導案 

指導者 第１学年○組 ○○ ○○ 

 

 

１ 単元名  「なかよく なろうね 小さな ともだち」 内容（７） 

 

２ 単元について 

   児童は学校生活に慣れ、栽培活動を通して植物の変化や成長に気づき、生命の大切さを感じ始

めている。また、自分の力で様々なことをやり遂げる喜びも味わいつつある。そこで、本単元で

は生きものの飼育を通して、その楽しさや生命の存在を感じ取らせたい。飼育活動は、毎日が発

見や感動の連続である。その感動を学級で共有しながら生きものとのかかわりを深められるよう

に活動を工夫したい。飼育の過程では、新しい生命の誕生や突然の病気や死など、生命の尊さを

感じる出来事に直面することもある。成長することの素晴らしさや尊さ、病気になったり死んだ

りしたときの悲しさやつらさ、恐ろしさは、児童の成長に必要な体験であると捉え、生きものと

の関わり方を真剣に考え、その生命と向き合い、接するとともに、どんな生きものに対しても関

心をもってはたらきかけようとする姿を育みたい。 

   本校は緑豊かな森の中に位置する学校で、登下校中やアサガオの水やり活動中などに、様々な

小さな生きものに出会う機会が多い。本学級の児童は、身の回りの生きものに興味津々で、捕ま

えてきたダンゴムシを愛おしそうに眺めている姿をよく見た。生きものに関する意識をアンケー

トにより調査したところ、「生きものを飼っている」と答えた児童は４９％であり、昆虫や金魚

などの生きものの飼育経験がある児童が多くいる一方、ダンゴムシなどの小さな生きものを触る

ことができない児童が３０％いて、「虫＝怖い」という感覚をもつ児童も少なくないことが分か

った。 

 生きものとなかよくなるとはどのようなことかを子供たちと考えながら学習を進めたい。生き

ものに興味や愛着をもち、「かわいい」「すごい」「大事にしたい」といった感情を抱いて、命

ある存在として尊重する気持ちが芽生えること、生きもののすみか、食べ物、動き方などの特徴

を知り、季節や環境による変化に気付くこと、生きものを傷つけないように触ったり世話をした

りできるようになり、飼育や観察のしかたを工夫して、自分たちの活動を通して生きものが安心

して過ごせるように工夫すること、などのような意識を共有して学習に臨みたい。すべてのこと

を実現しなくても、自分の納得のいく活動を夢中になって取り組みながら、生きものと本気で関

わり、仲良くなれたことを実感できる子供の姿を目指したい。 

 

 本単元の活動が充実するために、児童一人一人の、生きものとなかよくなるためにやってみた

いことは何か、という思いや願いをはっきりと湧きあがらせたい。そのために、出会う（見つけ

る・捕まえる・驚く・喜ぶ）、知る（観察して特徴や好みを発見する）、かかわる（餌やすみか

の世話を工夫する）、広げる（友達と情報を共有・記録を残す）、別れを大切にする（感謝し、

元の場所に返す）などの活動を取り入れる単元構成を工夫したい。 

    

   本校の研究主題である「自分の考えをもち、進んで表現する 子供の育成～情報活用能力を活か

して探究する力を育成する指導法の工夫～」の実現に向けて、タブレットの機能を活用する学習

を計画し、児童がより主体的に課題に取り組めるよう授業展開を工夫したい。これまで、「わく

わくどきどきしょうがっこう」「きせつとなかよし はる・なつ」の単元で、自分の問いを軸に

学習を進め、調べたことや気付いたことを工夫して伝える活動を行ってきた。1 年生なりの探究的

な学びの過程を経験してきたので、本単元でも、児童の思いや願いを生かしつつ、学習を進めた

い。 

 

 



３ 単元の目標 

   動物や虫などを育てる活動を通して、それらの育つ場所、変化や成長の様子に関心をもって働

きかけることができ、育てている生きものに合った世話の仕方や、生きものが自分と同じように

生命をもっていることや成長していることに気付き、生きものへの親しみをもち、大切にできる

ようにする。 

 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

〇動物や虫などを育てる活動

を通して、生きものに合った

世話の仕方や、生きものが自

分と同じように生命をもって

いることや成長していること

に気付いている。 

〇動物や虫などを育てる活動

を通して、飼育している生き

ものの変化や成長の様子に関

心をもって働きかけている。 

〇動物や虫などを育てる活動を通

して、生きものへの親しみをも

ち、大切にしようとしている。 

 

1 身の回りにはさまざまな生

きものがいることに気付い

ている。 

2 生きものの成長や変化の様

子を説明できる 

3 生きものに合った世話の方

法を理解し、その気持ちを

考えて世話を工夫できるよ

うになったことに気付いて

いる。 

1 生きものがいる場所を予

想して、見付けようとし

ている。 

2 生きものと仲良しになる

ために取り組むことを決

めている。 

3 生きものの気持ちを考え

て触れ合い方を考えた

り、飼育の仕方を考えて

いる。 

4 生きものを育てたことを

振り返りながら、気付い

たこと、生きものへの思

い、自分自身の成長を、

さまざまな方法で表現し

ている。 

1 生きもの探しに興味をもち、友

達と話し合いながら探そうとし

ている。 

2 興味や関心をもち、自分から進

んで観察や世話を続けている。 

3 友達と協力して、生きものが安

心して過ごせるよう継続して活

動しようとしている。 

 

５ 単元のルーブリック 

観点  評価規準 
レベル１ 

（S） 

レベル２ 

（Ａ） 

レベル３ 

（B） 

知識・技能 

① 

身の回りにはさまざまな生

きものがいることに気付い

ている。 

 

身の回りの多様な生きものに気

付き、その特徴や違いを具体的

に説明できる。 

身の回りの生きものの存

在に気付いている。 

教師や友達の助けを借り

ながら、生きものの存在

に気付いている。 

② 

生きものの成長や変化の様

子を説明できる 

成長や変化を具体的に捉え、順

序や理由を含めて説明できる。 

 

成長や変化の様子を簡単

に説明できる。 

 

成長や変化の様子を部分

的に説明しようとしてい

る。 

③ 

生きものに合った世話の方

法を理解し、その気持ちを

考えて世話を工夫できるよ

うになったことに気付いて

いる。 

生きものの気持ちを考えて、自

分なりの工夫をしながら世話が

できる。 

 

生きものに合った世話の

方法を理解し、取り組ん

でいる。 

 

指示を受けながら世話を

している。 



思考・判

断・表現 

① 

生きものがいる場所を予想

して、見付けようとしてい

る。 

生きものがいそうな場所を根拠

をもって予想し、自ら探すこと

ができる。 

 

生きものがいそうな場所

を考えて探そうとしてい

る。 

 

生きもの探しを友達や教

師に促されて行ってい

る。 

② 

生きものと仲良しになるた

めに取り組むことを決めて

いる。 

生きものに近付き、親しみをも

つためにできることを、自分な

りに工夫して決めている。 

 

生きものと仲良しになる

ためにできることを考え

て決めている。 

 

提示された方法をまねし

て、仲良くなる方法を決

めている。 

③ 

生きものと仲良しになるた

めに、生きものの気持ちを

考えて触れ合い方を考えた

り、飼育の仕方を考えてい

る。 

生きものと仲良しになるため

に、生きものの気持ちを考え

て、課題をもちながら、触れ合

い方や飼育方法を自分で工夫し

ている。 

 

生きものと仲良しになる

ために、生きものの気持

ちを考えながら触れ合い

や飼育をしようとしてい

る。 

 

生きものの気持ちを考え

るように声掛けをされて

取り組んでいる。 

➃ 

生きものを育てたことを振

り返りながら、気付いたこ

と、生きものへの思い、自

分自身の成長を、さまざま

な方法で表現している。 

振り返りを通して、生きものの

気付きや自分の成長を豊かに表

現できる。 

 

生きものや自分の成長に

ついて振り返り、思いを

表現している。 

 

振り返りの場で、思い出

したことや感じたことを

少しずつ表現している。 

主体的に学

習に取り組

む態度 

① 

生きもの探しに興味をも

ち、友達と話し合いながら

探そうとしている。 

 

自分から意欲的に探し、友達と

協力して取り組んでいる。 

 

興味をもち、友達と一緒

に探そうとしている。 

 

声かけに応じて生きもの

探しに参加している。 

② 

興味や関心をもち、自分か

ら進んで観察や世話を続け

ている。 

 

強い関心をもち、主体的に観察

や世話を継続できる。 

 

興味をもち、観察や世話

を続けている。 

 

周囲の働きかけを受けな

がら観察や世話を行って

いる。 

③ 

友達と協力して、生きもの

が安心して過ごせるよう継

続して活動しようとしてい

る。 

友達と協力しながら、自分から

役割を見つけて活動を続けてい

る。 

 

友達と協力して、生きも

のが安心できるよう活動

している。 

 

友達や教師に促されて協

力しながら活動してい

る。 

 

６ 指導と評価の計画 （全１０時間） 

小単元名 主な活動内容 知 思 態 評価方法 

なかよくなろうね 小さな  

ともだち（１） 

〇学校で見つけた生きものたち

のことを思い出し、生きものに

興味をもつ。 

①   
行動 発言 

 

生きもの たんけんたい

（２） 

〇校舎内や校庭の生きものを探

し、触れ合う。 

〇生きものの生命を感じ取り優

しく接する。 

〇生きものともっとなかよくな

るためにどんなことをすればよ

いか、話し合う。 

 ① ① 
行動 発言 

ワークシート 

いきもの なかよし だいさ

くせん（４） 本時 2/4 

 

〇生きものとなかよくなるため

に、自分がやってみたいことを

決める。 

〇自分で決めたことをやってみ

ながら、生きものに合った触れ

合い方や飼育方法を考える。 

② 
② 

③ 
② 

行動 発言 

スプレッドシー

ト 



なにを かんじたかな（３） 

〇世話を通して自分が感じてき

たことを振り返る。 

〇伝え方や伝えたい相手を考え

て、伝える練習をする。 

〇自分が感じたことを報告す

る。 

〇活動を振り返る。 

③ ➃ ③ 行動 発言 

 

７ 本時の目標 

  生きものと仲良しになるためにやってみたいことに取り組む。（思・判・表③） 

 

８ 本時のルーブリック 

【思考力・判断力・表現力】③ 

生きものと仲良しになるために、生きものの気持ちを考えて触れ合い方を考えたり、飼育の仕 

方を考えたりしている。 

Ｂ 生きものの気持ちを考えるように声掛けをされて取り組んでいる。 

Ａ 
生きものと仲良しになるために、生きものの気持ちを考えながら触れ合いや飼育をしようと

している。 

Ｓ 
生きものと仲良しになるために、生きものの気持ちを考えて、課題をもちながら、触れ合い

方や飼育方法を自分で工夫している。 

９ 本時の学習展開 

学習活動と発問・指示 指導上の留意点と評価（◎） 

１ 本時の学習の流れを確認する。  

 

 

 

・本時のゴールを明示する。 

 〇生きものと仲良しになるために、新しい「はてな」 

を見つけた。                                        

 〇生きものと仲良しになるためにがんばった。                    
 
・前時を振り返り、今日自分が取り組むことの見通しを 
 もつ。 

 

 

 

 

 

・学習のゴールイメージをはっきり

させる。 

・事前に児童が取り組むことを把握

し、留意事項をまとめておく。 

 アレルギーの有無など 

 

・相談したいことがあれば聞き出し

て解決する。 

 

２ それぞれの「大さくせん」に取り組む。 

 

〇子供がやってみたいことの例 

・すみかをきれいにする。 

・えさを見つける。 

・もう一度捕まえる。 

・タブレットで写真を撮ってじっくり観察する。 

・動き方を調べる。動画を撮る。 

・観察カードをかく。  

・児童が活動しやすいように環境を

整備する。 

  

 動きやすい机の配置 

 飼育に必要な物品準備 

 生きものに関する図書 

  

・困りごと、相談にはすぐに応えら

れるようにする。 

「いきものなかよし大さくせん」 じぶんできめたさくせんをじっこうしよう！ 



・本をつくる。 

・本で特徴を調べる。 

・一緒に遊ぶ。        など。 

 

・児童の思いを聞きながらやりたい

ことが実現できるように支援す

る。 

 

◎生きものの気持ちを考えながら触

れ合いや飼育をしようとしてい

る。（行動 発言） 

３ 本日の大さくせんを振り返る。 

〇いきものとなかよくなれたかな？ 

〇生きもののすごいところをぜひ知らせてね。 

○どんな「はてな」が出てきたかな？ 

〇みんなに、相談してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 次時の活動に見通しをもつ。 

〇明日の大さくせんで、やってみたいことは 

なにかな？ 

・活動の様子を観察し、児童の気付

きや疑問を見出して、価値付けす

ることで、みんなに共有する素地

をつくる。 

 

・「まだなかよくなれていない」と

いう児童の気持ちを大切にして受

け止めたい。「もっと～したい」

という気持ちの深まりを目指した

い。 

 

 

 

 

 

 

・ゴールに到達できたかどうか決め

て、学習計画シートに入力する。

（タブレットで記録） 

 

一緒に遊んだら、なかよくなったよ。 

 

 
手にのせたらかわいいな、とおもったよ。 

 

 えさをあげたけど、たべてくれなかったから、まだ

なかよしとはいえないよ。どうしたらいいかな？ 

 

 

 

今度は、〇〇〇をしてみたいな。そう

したらもっとなかよくなれると思う。 

 

 

 


